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【現地説明会資料J 1993.2.20. 

平城宮第238次

第二次朝堂院東第五堂の調査

平城宮跡発掘調査部
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さこ・・一~＿

第二次朝堂院地区の東半分については、これまでに北から第一堂•第二室•第三堂•第四堂までの朝堂

を調査し（第173•161 ·203•213次）、また朝堂にはさまれた空間地である朝庭部分についても調査を続けて

きた。これまでの調査で、第一堂から第四堂までは、いずれも奈良時代前半の掘立柱建物（下屈）を、奈良

時代後半に礎石建物（上屈）に建て笞えたことがわかっている。

今回の調査は、ひき続いて第五堂を明らかにすることを目的として実施した。第四堂までの南北棟と異

なり、第五堂と第六堂は東西棟であり、束西棟ついては今回が初めての調査となる。調査は基埋を中心と

する面積約2400m2を対象として、 1月7日から開始した。これまでに、建て替えたあとの上屈第五堂の

規模が確かめられたので、主としてその成果を公開するものである。下屡の第五堂についても存在が明ら

かとなり、位置と規模が判明しつつあるが、上屈遺構の記録作成後にさらに調査を進めることにしたい。
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奈良時代後半の平城宮
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確認した遺構
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上層礎石

下層柱穴

を

約200分の 1



3
 2 寮良時代後半R第鱈

建物の規模 奈良時代後半の礎石建物は、版築工法による基埋の上に建つ。基埋は

後世の開墾によって周囲から削られ、現状で東西約30m、南北約15mである。後述す

る基埋化粧の抜き取り痕跡から、本来は東西切．lmX17.8mの規模をもつことがわか

る。また高さは現状で lm弱であるが、本来の高さは1.5m程度はあっただろう。基

埋上には、礎石を据え付けるための穴が28箇所で残っていた。いずれも礎石そのもの

は抜き取られているが、礎石を据えるための根石が残るものが多い。これによって、

環第五堂が桁行9間x梁行4問であることが確定した。身舎の四面に廂がつく形の

建物で、屋根は入母屋造りか寄棟造りである。柱間寸法は、桁行梁行とも身舎部分が

約3.9m(13尺）、廂部分が約3m(!O尺）である。したがって、建物の規模は束西約33

m(lll尺以南北約13.7m(46尺）となる．

足場穴 礎石の据え付け穴を囲むように、小さな柱穴が四方に配列されている。こ

れは建設時に組まれた足場のための柱の跡と考えられる。

基埋化粧と階段の位置 基埋は凝灰岩の切石によって化粧されていた。この基埋化

粧の基礎部分を抜き取った跡が溝状にめぐっており、これによって基埋の規模が判明

し、また階段の位置が明らかになった。基埋の出は建物から約2.lm(?尺）あり、階

段は東西に各1箇所、北に3箇所が設けられている。南辺側は後世の削平のために抜

き取り跡が失われているが、おそらく北辺と同じく 3箇所に階段があったのだろう。

階段の出は約l.5m(5尺）である。

基埋周囲の舗装 基埋の周囲は礫を敷いて舗装している。残り具合がよいのは東辺

と北辺で、西辺と南辺にはほとんど遺存しない。さらに礫の上には小砂利を敷いてい

たようである。

3
 

隷時代前半0)第謹
基垣の北側には、大正時代の整備事業に際して土管が東西に通され、階段部分が断

ち切られている。この溝を掘り上げると、南側の壁に下屈第五堂の柱穴が現われた，

調査区の束端から13個がならんでおり、これより西へは続かない。また東端の柱穴か

ら南へ、排水溝の断面にさらに三つの柱穴がならぶことから、これが建物の東妻であ

ることが確かめられる。以上のことから、下屈の建物は桁行12問x梁行3問であるこ

とが確定した。柱問寸法は桁行梁行とも約3m(JO尺）で、建物の規模は東西35.6m(I

20尺）X南北8.9m(30尺）になる。土管埋設謬の南壁に現われたのは北廂の柱穴にあた

る。しかし、身舎部分のほとんどは上層の甚埋によって隠れており、今後の断ち割り

I調査によって構築過程などを明らかにしていきたい。

4第五靭彊
今回明らかとなった下屈・上屠の第五堂の規模は、いずれも第二堂•第三堂の下層

・上層と同じである。第六堂についても第五堂と同規模と考えられることから、東側

の六つの朝堂のうち四つが同一規模となる。

第四堂までの調査成果によって、南北にならぶ第一堂～第四堂の位置関係、また朝

堂院全体の中での朝堂の配置が明らかになっている。これに基づいて、今回確かめら

れた第五堂の位置をみておこう。まず下屠については、身舎の北側の柱筋を第四堂の

i北妻に合せており、廂部分はこれより北に出る。第四堂の西廂から第五堂の東妻まで

は約5.9m(20尺）の問語であり、かなり近接した配置といえる。上層については、第

四堂から約12.5m(42尺〉の間隔をおき、北側柱筋を第四堂の北妻に合わせている。
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8分の 1

発見された遺物

今回の調査では、第五堂の性格を決めるような遺物は出土していない。 10世紀に成

立した『延喜式』によれば、平安宮朝堂院の東第五堂は窺章堂と呼ばれ、少納言と左

右の弁官が著座していたことがわかる。平城宮の第五堂を考える上で参考となろう．

今回の調査の最も大きな成果は、第一堂～第四堂と同じく下屡遺構の存在が明らか

になった点である。未調査の第六堂についても、下展の建物を想定することが妥当で

あろう。第二次朝堂院には当初から12の朝堂がそろっていたのである。政務や価式の

場である1鴻月堂は、藤原宮の朝堂院において確立したが、平城遷都にともない、その

機能は平城宮第二次朝堂院へと受け継がれ定着をみた。その後、礎石建物への立て替

えはあるが、奈良時代を通して機能し続け、平安宮へと継承されたのである．

第二次朝堂院が奈良時代当初から12の朝堂をそなえていたことを踏まえて、今後、

第一次•第二次両朝堂院の性格についての議論が深まることを期待したい。
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内裏 殿門（大極紋門）
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平安宮朝堂院 概念図
藤原宮 → 平城宮前半 → 平城宮後半 → 平安宮

朝堂院の変遷


